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昭
和
�
（
１
９
３
５
）

年
、
旧
満
州
（
現
中
国
東

北
部
）
生
ま
れ
。
子
供
の

こ
ろ
に
ピ
ア
ノ
を
始
め
、

桐
朋
学
園
で
音
楽
家
の
齋

藤
秀
雄
に
指
揮
を
学
ん

だ
。
�
年
、若
手
指
揮
者

の
登
竜
門
と
さ
れ
る
フ
ラ

ン
ス
の
ブ
ザ
ン
ソ
ン
国
際

指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

勝
。
シ
ャ
ル
ル
・
ミ
ュ
ン

シ
ュ
、
カ
ラ
ヤ
ン
、
バ
ー

ン
ス
タ
イ
ン
と
い
っ
た
世

界
の
名
だ
た
る
指
揮
者
に

師
事
し
、
�
年
か
ら
�
年

の
長
期
に
わ
た
り
米
ボ
ス

ト
ン
交
響
楽
団
の
音
楽
監

督
を
務
め
、
東
洋
人
で
初

め
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ

ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
音

楽
監
督
に
就
い
た
。

恩
師
・
齋
藤
秀
雄
の
没

後
�
年
と
な
る
昭
和
�
年

に
世
界
で
活
躍
す
る
教
え

子
ら
と
開
催
し
た
メ
モ
リ

ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
き

っ
か
け
に
、
サ
イ
ト
ウ
・

キ
ネ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
Ｓ
Ｋ
Ｏ
）
を
結
成
。
世

界
的
な
評
判
を
呼
び
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
公
演
な
ど
を
重

ね
る
中
で
平
成
４
（
１
９

９
２
）
年
、
松
本
市
で
Ｏ

Ｍ
Ｆ
の
前
身
と
な
る
サ
イ

ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
松
本
（
Ｓ
Ｋ

Ｆ
）を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
オ
ペ

ラ
を
両
軸
に
フ
ァ
ン
を
魅

了
。
合
唱
な
ど
市
民
が
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
市
民
参
加

の
企
画
で
「
楽
都
・
松

本
」
の
醸
成
も
後
押
し
し

た
。
晩
年
は
病
気
や
け
が

の
た
め
出
演
機
会
が
少
な

く
な
り
、
公
演
で
の
指
揮

は
令
和
元
年
が
最
後
と
な

っ
た
。
昨
年
は
、
親
交
の

深
い
世
界
的
作
曲
家
ジ
ョ

ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん

が
出
演
し
た
公
演
で
カ
ー

テ
ン
コ
ー
ル
に
姿
を
現
し

た
。

（１）令和６年（２０２４年）�月��日 土曜日 第３３４５号（昭和４６年１２月３日第三種郵便物認可）
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�市民タイムス２０２４年
支社／安曇野・塩尻 支局／長野・木曽

野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
そ

ば
…
と
り
わ
け
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
の
ボ
ス
ト
ン
・
レ

ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
。
音
楽
や

仲
間
を
大
切
に
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
好
き
な
も
の

を
好
き
と
は
っ
き
り
言
え

る
人
だ
っ
た
。
そ
の
中
に

は
松
本
や
信
州
の
土
地
・

人
も
含
ま
れ
て
い
た
。

サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
松
本

（
Ｓ
Ｋ
Ｆ
）
の
�
回
目
と

な
っ
た
平
成
�
（
２
０
０

２
）
年
。
初
め
て
世
界
の

オ
ザ
ワ
を
取
材
し
た
。
雲

の
上
の
存
在
だ
と
思
っ
て

い
た
そ
の
人
は
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
で
、
飾
ら
ず
と
て

も
気
さ
く
。
東
京
か
ら
自

分
で
愛
車
を
運
転
し
て
松

本
入
り
し
、
予
定
時
刻
よ

り
も
１
時
間
以
上
早
く
到

着
し
て
ス
タ
ッ
フ
を
慌
て

さ
せ
た
年
も
あ
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
髪
を
振

り
乱
し
跳
び
は
ね
る
よ
う

に
指
揮
し
、
オ
フ
タ
イ
ム

に
は
少
年
野
球
チ
ー
ム
や

フ
ェ
ス
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ら
と
交
流
。
ホ
テ

ル
暮
ら
し
は
好
ま
ず
市
が

借
り
上
げ
た
住
宅
に
滞
在

し
、
ひ
い
き
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
足
を
運
ぶ
な
ど
�
市

民
生
活
	
を
満
喫
し
た
。

日
本
の
地
方
都
市
か
ら

世
界
に
向
け
て
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
発
信
す
る
│
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
生
ま

れ
た
西
洋
に
挑
戦
し
続
け

た
東
洋
人
の
先
駆
者
と
し

て
思
い
を
貫
き
、
そ
の
思

い
に
触
れ
た
市
民
ら
が
惜

し
ま
ず
協
力
す
る
こ
と
で

音
楽
祭
の
土
壌
が
は
ぐ
く

ま
れ
た
。


年
の
パ
ー
テ

ィ
ー
で
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
「
松
本
の
人
、
長
野

県
の
人
…
温
か
い
」
と
思

わ
ず
目
頭
を
押
さ
え
て
い

た
。晩

年
は
病
気
を
患
い
思

う
よ
う
に
体
力
が
戻
ら
な

い
中
で
も
Ｏ
Ｍ
Ｆ
の
舞

台
、
Ｓ
Ｋ
Ｏ
の
仲
間
と
の

演
奏
に
こ
だ
わ
り
続
け

た
。
最
後
に
交
響
曲
を
演

奏
し
た


年
は
、
楽
章
間

に
指
揮
台
に
腰
掛
け
休
憩

を
取
り
な
が
ら
全
う
す
る

異
例
の
公
演
と
な
っ
た
。

こ
ん
し
ん

渾
身
の
指
揮
に
Ｓ
Ｋ
Ｏ
メ

ン
バ
ー
が
前
の
め
り
に
応

え
る
姿
が
、
音
楽
祭
の
根

底
に
あ
る
「
全
力
の
姿

勢
」
を
物
語
っ
て
い
た
。

（
鎌
倉

希
）

松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
国
際
音
楽
祭
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
松
本
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
Ｏ
Ｍ
Ｆ
）
の
総
監
督
で
世
界
的
指
揮
者
の
小
澤
征
爾
（
お

ざ
わ
・
せ
い
じ
）
さ
ん
が
６
日
、
心
不
全
の
た
め
都
内
の
自
宅
で
亡
く

な
っ
た
。
�
歳
。
葬
儀
は
近
親
者
で
営
み
、
後
日
お
別
れ
の
会
を
検
討

し
て
い
る
。

（
鎌
倉

希
）
【
関
連
記
事
�
面
】

日刊第１７４２８号

小澤征爾さん死去
Ｏ
Ｍ
Ｆ
総
監
督
世
界
で
活
躍

松
本
の
音
楽
文
化
け
ん
引

指
揮
者
８８
歳

ＯＭＦのオーケストラプログラムでエネルギッシュに指揮
する小澤さん（平成�年）

……８面
……１７面
……２２面

……７面
高校生制作ＢＧＭ・動画 塩尻駅に
なぎそねこ 能登地震の被災地へ
公立高校の前期選抜８８０人に春

「あさひっこ作品」個性いきいき

Ｓ
Ｋ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト
の
指
揮
を
終
え
、万
雷
の
拍
手
に
笑
顔

で
応
じ
る
小
澤
さ
ん（
平
成
２０
年
）

飾
ら
ぬ
人
柄
魂
の
指
揮

共
通
版
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ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
松
本
店

車
検
場
指
定
取
り
消
し

国
交
省
行
政
処
分

（２３）令和６年（２０２４年）�月��日 土曜日 昭和４６年（１９７１年）１０月１日創刊

小
澤
さ
ん
の
指
揮
で
音

楽
祭
の
オ
ペ
ラ
や
合
唱
に

出
演
し
、
Ｓ
Ｋ
Ｏ
（
サ
イ

ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
）
と
の
交
友
も
深
め

た
松
本
市
大
手
４
の
そ
ば

店
主
・
佐
々
木
文
宣
さ
ん

（
�
）は「
音
楽
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
生
で
経
験
さ
せ
て

も
ら
い
、
人
生
が
変
わ
っ

た
。
得
ら
れ
た
心
の
充
足

感
、
生
活
の
豊
か
さ
を
思

う
と
感
謝
し
て
も
し
切
れ

な
い
」
と
涙
を
流
し
た
。

音
楽
祭
の
草
創
期
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
長
を

�
年
務
め
、
小
澤
さ
ん
と

の
親
交
も
深
か
っ
た
市
芸

術
文
化
振
興
財
団
理
事
長

・
青
山
織
人
さ
ん
（
�
）

は
「
一
地
方
都
市
に
与
え

て
く
れ
た
影
響
は
計
り
知

れ
な
い
。
残
念
の
極
み
」

と
肩
を
落
と
し
た
。
協
会

長
を
退
任
す
る
際
「
僕
も

死
ぬ
ま
で
（
音
楽
祭
を
）

や
る
か
ら
君
も
続
け
る
べ

き
だ
」
と
何
度
も
電
話
を

も
ら
っ
た
思
い
出
を
振
り

返
り
、
悲
嘆
し
た
。

前
副
市
長
で
O
M
F
実

行
委
員
長
も
務
め
た
坪
田

明
男
さ
ん
（
�
）
は
、
表

情
に
ま
で
曲
調
が
に
じ
み

出
て
い
た
小
澤
さ
ん
の
指

揮
や
、
舞
台
を
降
り
る
と

ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
に
声

を
掛
け
て
い
た
姿
を
回

想
。
「
世
界
一
流
の
指
揮

者
で
あ
り
な
が
ら
お
ご
ら

ず
、
日
本
人
の
持
つ
気
遣

い
や
人
を
包
み
込
む
よ
う

な
優
し
さ
、
温
か
さ
が
あ

っ
た
。
魅
力
的
な
人
だ
っ

た
。大
好
き
だ
っ
た
」と
別

れ
を
悼
ん
だ
。

O
M
F
実
行
委
員
長
の

臥
雲
義
尚
市
長
は
「
国
際

音
楽
祭
の
開
催
地
と
し

て
、
日
本
全
国
の
複
数
都

市
の
中
か
ら
松
本
を
選
ん

で
い
た
だ
い
た
。
松
本
の

地
と
松
本
の
市
民
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
楽
都
・
松
本

を
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
ご
逝
去
は
松
本
市
民

に
と
っ
て
も
計
り
知
れ
な

い
喪
失
で
、
痛
惜
の
念
に

堪
え
な
い
」、
阿
部
守
一

知
事
は
「
長
野
県
に
最
高

水
準
の
音
楽
芸
術
を
響
か

せ
る
と
と
も
に
（
Ｓ
Ｋ

Ｆ
、
Ｏ
Ｍ
Ｆ
を
）
世
界
的

な
音
楽
祭
に
育
て
て
い
た

だ
い
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
コ

メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

世
界
的
指
揮
者
・
小
澤
征
爾
さ
ん
の
訃
報
を
受
け
、

小
澤
さ
ん
を
総
監
督
に
松
本
市
で
�
年
以
上
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
て
き
た
国
際
音
楽
祭
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
・
松
本

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｏ
Ｍ
Ｆ
、
前
身
・
Ｓ
Ｋ
Ｆ
）
に
関
わ

り
続
け
た
松
本
市
民
ら
松
本
地
域
の
関
係
者
は
、
一
様
に

言
葉
を
失
っ
た
。

（
取
材
班
）
【
１
面
参
照
】

す
ん
き
と
酸
菜

赤
カ
ブ
の
葉
茎
を
使
っ
た
無
塩
の

乳
酸
発
酵
食
品
「
す
ん
き
」
が
木
曽

で
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
木
曽
郡
内
各
地
で
初
冬

に
始
ま
る
仕
込
み
作
業
を
取
材
し
た

後
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
す
ん
き
を
手
に
取

る
の
が
習
慣
と
な
っ
た
。

今
冬
は
、
郡
内
の
お
年
寄

り
と
の
お
茶
飲
み
会
に
交
ぜ
て
も
ら

う
こ
と
も
多
く
、
本
場
の
味
に
思
わ

ず
う
な
っ
た
。

先
日
、
御
嶽
山
麓
西
側
の
岐
阜
県

高
山
市
で
在
来
種
の
飛
騨
紅
か
ぶ
を

す

な

乳
酸
発
酵
さ
せ
る
伝
統
食
「
酸
菜
」

を
取
材
し
た
。
木
曽
の
郷
土
食
「
す

ん
き
」
と
似
た
食
文
化
だ
。
ち
ょ
う

ど
１
年
前
、
高
山
市
内
で
開
催
さ
れ

た
会
合
の
取
材
の
道
中
に
立
ち
寄
っ

た
道
の
駅
の
ポ
ッ
プ
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
。
な
ん
と
か
記
事
に
で
き
な
い

か
と
模
索
し
た
と
こ
ろ
、
１
年
越
し

に
疑
問
を
消
化
で
き
た
の

は
幸
運
だ
っ
た
。

聞
い
た
話
す
べ
て
を
記

事
に
盛
り
込
む
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
一
昔
前
に
は
山
で

採
れ
る
ヤ
マ
ズ
ミ
・
ス
グ
リ
と
い
っ

た
酸
味
の
あ
る
木
の
実
で
酸
菜
の
色

を
出
し
て
い
た
と
い
う
話
も
聞
い

た
。
木
曽
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
疑
問
は
尽
き
な
い
。

（
玲
）

国
土
交
通
省
北
陸
信
越

運
輸
局
は
９
日
、
中
古
車

販
売
会
社
・
ビ
ッ
グ
モ
ー

タ
ー
松
本
店
（
松
本
市
渚

２
）
に
対
し
、
民
間
車
検

場
の
指
定
取
り
消
し
、
自

動
車
検
査
員
１
人
の
解
任

命
令
な
ど
の
行
政
処
分
を

し
た
。
必
要
な
検
査
を
故

意
に
実
施
せ
ず
保
安
基
準

適
合
証
を
交
付
す
る
な
ど

の
法
令
違
反
が
確
認
さ
れ

た
と
し
て
い
る
。

運
輸
局
に
よ
る
と
解
任

を
命
じ
た
検
査
員
は
、
車

�
台
の
ス
ピ
ー
ド
メ
ー
タ

ー
の
検
査
を
故
意
に
実
施

せ
ず
、
保
安
基
準
適
合
証

を
交
付
し
た
。
松
本
店
で

は
他
に
、
点
検
整
備
料
金

の
過
剰
請
求
な
ど
も
確
認

さ
れ
、
一
部
の
整
備
業
務

を
	
日
か
ら
�
日
間
の
事

業
停
止
と
し
た
。

小澤征爾さん死去
(第３種郵便物認可)

最
高
の
音
楽
あ
り
が
と
う

多
く
の
思
い
出
市
民
悲
嘆

地
元
の
味
で
出
演
者
を
も
て
な
す
音
楽
祭
恒

例
の「
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
」で
満
面
の
笑
み
を

見
せ
る
小
澤
さ
ん（
平
成
�
年
８
月
�
日
）

音楽祭の最終公演を終え、運営を支えた市民ボランティアを
ねぎらう小澤さん（平成�年９月９日）

松
本
城
を
背
景
に
開
か
れ
た
Ｓ
Ｋ
Ｆ
合
同
演
奏
会
で
、松
本
地
域
の

子
供
た
ち
の
吹
奏
楽
を
指
揮
す
る
小
澤
さ
ん（
平
成
�
年
９
月
２
日
）

能
登
地
震
「
救
援
お
も
い
や
り
ボ
ッ
ク
ス
」受
付
中
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Ｏ
Ｍ
Ｆ
主
会
場
の
キ
ッ

セ
イ
文
化
ホ
ー
ル（
水
汲
）

の
献
花
記
帳
所
に
は
、
に

こ
や
か
な
表
情
の
遺
影
や

写
真
パ
ネ
ル
が
飾
ら
れ
、

音
楽
祭
の
演
奏
曲
が
流
さ

れ
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は

用
意
さ
れ
た
花
や
持
参
し

た
花
束
を
手
向
け
、
静
か

に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。

団
体
職
員
・
寺
沢
優
さ

ん
（
�
）
�
浅
間
温
泉
１

�
は
、
小
学
生
が
招
待
さ

れ
る
「
子
ど
も
の
た
め
の

音
楽
会
」
を
懐
か
し
み

「
松
本
に
い
る
だ
け
で
世

界（
水
準
）に
触
れ
ら
れ
、

幸
せ
だ
っ
た
。
音
楽
祭
を

続
け
て
も
ら
い
、
感
謝
し

か
な
い
」
と
話
し
た
。

帰
省
中
の
病
院
職
員
・

小
島
美
海
さ
ん
（
�
）
�

東
京
都
�
は
、
幼
い
頃
に

近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
偶
然

小
澤
さ
ん
と
言
葉
を
交
わ

し
、
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

で
直
接
指
導
を
受
け
た
。

「
一
言
で
音
が
変
わ
り
、

一
人
一
人
に
声
を
掛
け
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
な
い
」
と
振
り
返
っ

た
。母
の
由
佳
さ
ん（
�
）

�
岡
田
下
岡
田
�
は
「
偉

大
だ
っ
た
の
に
身
近
な
感

じ
が
し
て
、
本
当
に
寂
し

い
」
と
悼
ん
だ
。

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

（
深
志
３
）、
市
音
楽
文

化
ホ
ー
ル
（
島
内
）
に
も

設
置
さ
れ
、
各
施
設
�
日

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
受
け
付
け
る
。

松
本
市
高
宮
中
の
国
道

�
号
沿
い
に
あ
る
総
合
ス

ー
パ
ー
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
南
松
本
店
が
来
年
１

月
に
閉
店
す
る
方
針
で
あ

る
こ
と
が
�
日
、
関
係
者

へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

全
国
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
を
首
都
圏
に
集
約
す
る

経
営
改
革
の
一
環
と
み
ら

れ
る
。
来
年
２
月
末
に
閉

店
す
る
松
本
パ
ル
コ
（
松

本
市
中
央
１
）
と
合
わ

せ
、
市
内
有
数
の
大
型
店

が
同
時
期
に
姿
を
消
す
異

例
の
状
況
と
な
る
。

南
松
本
店
は
、
平
成
�

（
１
９
９
８
）年
に
開
業
し

た
南
松
本
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
地
上
６
階
建

て
、
店
舗
面
積
約
１
万
２

０
０
０
平
方
�
）
の
中
核

店
舗
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。

	
年
か
ら
は
食
品
売
り
場

も
含
め
て
全
館
直
営
と
な

っ
た
。生
活
雑
貨「
ロ
フ

ト
」
な
ど


〜
�
店
の
テ

ナ
ン
ト
が
入
り
、
従
業
員

は
１
０
０
人
以
上
い
る
。

�
日
に
自
転
車
で
来
店

し
た
井
川
城
の
女
性（
�
）

は
「
近
所
に
は
コ
ン
ビ
ニ

も
な
い
の
で
、
な
く
な
る

と
と
て
も
都
合
が
悪
い
」。

宮
田
の
男
性（

）は
「
店

舗
が
ち
ょ
う
ど
良
い
広
さ

で
買
い
物
し
や
す
い
。
電

子
マ
ネ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
を

た
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り

残
念
だ
」
と
話
し
た
。

運
営
す
る
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
Ｈ
Ｄ)

傘
下
の
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
（
東
京
都
）
は

令
和
５
年
２
月
期
決
算
で

１
５
２
億
円
の
当
期
純
損

失
を
計
上
、
３
期
連
続
で

最
終
赤
字
と
な
る
な
ど
業

績
低
迷
が
続
く
。
同
Ｈ
Ｄ

が
昨
年
３
月
に
発
表
し
た

経
営
計
画
で
は
、
採
算
性

の
低
い
店
な
ど
全
国
の
�

店
舗
を
閉
鎖
す
る
方
針
を

示
し
て
い
た
。

南
松
本
店
は
、
イ
オ
ン

南
松
本
店（
双
葉
）な
ど
周

辺
大
型
店
と
の
競
合
が
続

い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

市
内
に
は
、松
本
駅
前
に

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
松
本

店
（
後
の
「
ア
リ
オ
松

本
」）
が
あ
っ
た
が
平
成

�
年
に
撤
退
し
て
い
る
。

（
長
尾
浩
道
、真
田
尚
子
）

松本市で開かれる国際音楽祭セイジ・オザワ松本フェスティバル（Ｏ
ＭＦ）の総監督で世界的指揮者の小澤征爾さんの死去を受け、ＯＭＦ実
行委員会などは�日、市内３カ所の音楽祭会場に献花記帳所を設けた。
市民らが訪れ、世界で活躍しながらも親しまれる存在だった巨匠との別
れを惜しんだ。 （鎌倉 希）【追悼グラフ�・�面、関連記事�面】

安
曇
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
す
る
明
科
児

童
館
は
�
日
、
児
童
館
で

郷
土
食
・
や
し
ょ
う
ま
作

り
を
し
た
。
市
内
の
乳
幼

児
や
小
学
生
と
保
護
者
の

７
組
�
人
が
、
蒸
し
た
米

粉
の
生
地
に
色
を
付
け
て

巻
い
て
伸
ば
し
、
断
面
の

鮮
や
か
な
模
様
と
素
朴
な

味
を
楽
し
ん
だ
。

若
い
世
代
に
伝
統
食
を

継
承
す
る
場
に
な
れ
ば
と

企
画
し
、
明
科
農
村
生
活

マ
イ
ス
タ
ー
の
女
性
３
人

が
手
ほ
ど
き
し
た
。
蒸
し

た
米
粉
に
色
粉
を
入
れ
て

練
る
と
、
白
色
の
生
地
が

赤
色
、
黄
色
、
緑
色
、
紫

色
に
染
ま
り
、
子
供
た
ち

は
「
き
れ
い
」
「
早
く
食

べ
た
い
」
と
、
う
れ
し
そ

う
に
声
を
上
げ
た
。

豊
科
高
家
の
矢
下
亜
唯そう

さ
ん
（
	
）
は
長
男
の
蒼

す
け涼
ち
ゃ
ん
（
３
）
と
参
加

し
た
。
「
こ
う
い
う
機
会

が
あ
り
が
た
い
。
子
供
も

自
分
も
楽
し
い
」
と
笑
顔

で
話
し
て
い
た
。

（
宮
沢

一
）

日刊第１７４２９号

小
澤
さ
ん
追
悼
市
民
次
々
と

やしょうま作りを楽しむ参加者

献
花
台
縁
の
ホ
ー
ル
に

や
し
ょ
う
ま
作
り

親
子
で
笑
顔
に

明
科
児
童
館

小
澤
さ
ん
を
し
の
ん
で
献
花
す
る
親
子

（
キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
）

……７面
……２２面
……２２面

……６面

ヨヨ
ーー
カカ
ドド
ーー
来来
年年
１１
月月
閉閉
店店

来年１月に閉店するイトーヨーカドー南松本店

木曽 青峰高と県養護学校の製品販売
田川小の増澤さん 路上ライブ挑戦へ
県内高校生・大学生 山形でスイーツ販売

塩尻 復元住居の建て替え作業体験

南南
松松
本本
店店
経経
営営
改改
革革
でで
方方
針針

共
通
版



令和６年（２０２４年）�月��日 日曜日（２０）

小
澤
さ
ん
が
指
揮
し
た
オ
ペ
ラ「
こ
ど
も
と
魔
法
」

の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
。こ
の
年
の
公
演
を
収
録
し

た
ア
ル
バ
ム
が
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た（
平
成

�
年
８
月
�
日
、ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
）

Ｏ
Ｍ
Ｆ
の
公
式
演
目
で
は
最
後
の
指
揮
と
な
っ

た
室
内
楽
公
演
。サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
、圧
倒
的

な
存
在
感
で
繊
細
な
音
色
を
引
き
出
し
た（
令

和
元
年
８
月
�
日
、松
本
市
音
楽
文
化
ホ
ー
ル
）

�年以上の親交がある映画音楽の巨
匠ジョン・ウィリアムズさんが出演し
たオーケストラ公演では、ウィリアム
ズさんの呼び掛けに応じて小澤さん
が登場。ＯＭＦの舞台で旧交を温め
た（令和５年９月２日、キッセイ文化
ホール�大窪道治／２０２３ＯＭＦ）

食道がんの公表から７カ月の療養を経て、音楽の舞台に舞い戻った
小澤さん。復帰会見を開いた奥志賀高原で、若手音楽家を前に振った
渾身（こんしん）のタクトが会場を震わせた（平成�年８月１日）

毎
年
松
本
に
迎
え
る
国
内
外
の
観
客
を
魅
了

し
続
け
た
小
澤
さ
ん
の
指
揮
。こ
の
年
は
ラ

ベ
ル
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
を
振
っ
た（
平
成
	
年

９
月
４
日
、県
松
本
文
化
会
館
）

オペラやオケ 指揮熱く

音
楽
祭
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、公
演
最
終
日
に
は
直
接

ね
ぎ
ら
っ
た（
平
成


年
９
月
６
日
、キ
ッ

セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
）

世界のオザワ

子供やボランティア 大切に

オーケストラプログラムの最終公演でおなじみの県花リンドウを手に、晴れやかな
表情で総立ちの聴衆に応える小澤さん（平成�年８月�日、キッセイ文化ホール）

小学校６年生を招待する「子どものための音楽会」
は次世代育成に力を入れていた小澤さんが大切に
してきたプログラム。最後に「ふるさと」を大合唱し
た（平成�年８月	日、キッセイ文化ホール）

Ｓ
Ｋ
Ｆ
開
幕
を
歓
迎
し
て
県
松
本
文
化
会
館
で

開
か
れ
た「
吹
奏
楽
合
同
演
奏
会
」で
、小
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
や
一
般
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

を
指
揮
す
る
小
澤
さ
ん
。ど
ん
な
時
も
手
を
抜

か
ず
、全
力
で
体
当
た
り
す
る
姿
が
子
供
た
ち

を
引
き
付
け
た（
平
成

年
８
月
�
日
）

(第３種郵便物認可)



（２１）令和６年（２０２４年）�月��日 日曜日

９
日
に
訃
報
が
伝
わ
っ
た
世
界
的
指
揮
者
の
小
澤
征
爾
さ
ん
は
、
国
際
音
楽
祭
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ
松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
Ｏ

Ｍ
Ｆ
）の
開
催
地
・
松
本
に
「
自
分
の
場
所
み
た
い
な
も
の
」
と
思
い
を
寄
せ
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
Ｓ
Ｋ
Ｏ
）と
世
界
水
準
の
演
奏
を
追
求
し
た
音
楽
祭
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
姿
や
、
気
さ
く
な
人
柄
で
市
民
と
の
触

れ
合
い
を
楽
し
む
表
情
を
写
真
で
振
り
返
る
。

松本を愛した
(第３種郵便物認可)

力
強
く
バ
ッ
ト
を
振
る
小
澤
さ
ん（
平
成

�
年
８
月
�
日
、松
本
市
野
球
場
）

そばパーティーの締めくくりに、ボランティアらが
小澤さんを囲んで記念撮影（平成�年９月７日、県
松本文化会館）

大好き！そばや野球で笑顔

そば好きの小澤さんをもてなすために
毎年開かれたそばパーティー。ボラン
ティアの実演を見学していた小澤さん
も飛び入りでそば打ちを体験した（平
成�年８月�日、県松本文化会館）

初のＳＫＦ
パレードに続き、地元の吹奏楽
団体が天守に音色を響かせた初
回の合同演奏会。小澤さんがは
つらつと指揮をした（平成４年
８月３０日、松本城本丸庭園）

恒
例
だ
っ
た
少
年
野
球
チ
ー
ム
と
の
対
戦

で
、選
手
と
交
流
す
る
小
澤
さ
ん（
平
成
�

年
９
月
２
日
、平
瀬
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

「征爾」リンゴ収穫

圧巻の千人合唱指揮
子供から大人まで参加した「千人合唱」のプログラ
ムは、市民が小澤さんと共演できる夢の舞台だっ
た（平成�年９月６日、松本市総合体育館）

音楽祭の初期には、出演者らに小旅行などが用意
されていた。この年は農園に立ち寄り一人一人、名
前入りリンゴの収穫を楽しんだ（平成６年９月５
日、旧梓川村）

音
楽
祭
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
ら
に
よ
る
恒
例

の
野
球
大
会
で
、声
援
を
送
る
小
澤
さ
ん（
平

成
�
年
９
月
２
日
、松
本
市
野
球
場
）
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つ
や
や
か
な
歌
声

ホ
ー
ル
に
響
く

Ａ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト

（２３）令和６年（２０２４年）�月��日 日曜日 昭和４６年（１９７１年）１０月１日創刊

信
濃
む
つ
み
高
校
（
松

本
市
南
松
本
１
）
の
文
化

祭
が
�
日
、
２
日
間
の
日

程
で
始
ま
っ
た
。
音
楽
の

ラ
イ
ブ
や
出
店
、
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
催
し

が
あ
り
、
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

「
テ
ラ
・
ス
コ
ラ
パ
ー

テ
ィ
」
と
銘
打
ち
、
毎
年

２
月
と
８
月
に
開
い
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
２
月
は

「
表
現
の
場
」
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
１
階
ホ

ー
ル
で
は
２
日
間
に
わ
た

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ン
ド

や
楽
器
の
演
奏
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
。

校
内
は
華
や
か
に
飾
り

付
け
ら
れ
、
来
場
者
は
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て
食
べ

物
を
買
っ
た
り
、
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
し

て
い
た
。
実
行
委
員
長
の

３
年
生
・
山
本
芽
生
さ
ん

（
�
）
は
「
生
徒
が
主
体

的
に
行
動
し
て
工
夫
し
た

と
こ
ろ
を
見
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
た
。

開
場
時
間
は
午
前
�
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

（
柳

純
一
）

松
本
市
を
拠
点
に
活
動

す
る
合
唱
団
「
松
本
女
声

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ａ
Ｚ
（
あ

ず
）」
の
定
期
公
演
が
�

日
、
島
内
の
市
音
楽
文
化

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
�

〜
�
代
の
メ
ン
バ
ー
	
人

が
つ
や
や
か
な
歌
声
を
響

か
せ
、
市
民
ら
約
４
５
０

人
が
耳
を
傾
け
た
。

「
リ
ン
ゴ
の
唄
」
「
青

い
山
脈
」
「
長
崎
の
鐘
」

な
ど
な
じ
み
の
曲
を
は
じ

め
、
フ
ォ
ー

レ
の
ミ
サ
曲

や
雅
歌
を
披

露
し
た
。
難

易
度
が
高
い

と
さ
れ
る
、

三
善
晃
作

曲
、
立
原
道

造
・
中
原
中

也
作
詩
の
３

曲
か
ら
な
るじょ

「
三
つ
の
抒

じ
ょ
う情
」
に
も

挑
戦
し
、
情

感
た
っ
ぷ
り

に
歌
い
あ
げ

る
と
、
会
場

か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

栗
山
文
昭
さ
ん
（


）

�
東
京
都
�
が
音
楽
監
督

・
指
揮
を
務
め
た
。
会
代

表
の
上
島
喜
栄
子
さ
ん

（
�
）
は
「
歌
を
愛
す
る

皆
で
最
高
の
も
の
を
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
大
勢
の

来
場
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝

の
思
い
」
と
話
し
て
い

た
。

（
田
中
千
絵
）

松本市を舞台に国際音楽祭セイジ・オザワ松本フェスティバ
ル（ＯＭＦ、前身ＳＫＦ）を築き上げた世界的指揮者・小澤征
爾さんの訃報は、松本地域に瞬く間に広がった。公表から一夜
明けた�日、市内の街頭にはさまざまな思いを胸に、小澤さん
への感謝や別れを語る人々の姿があった。 （有賀文香）

【１面参照、追悼グラフ�・�面】

通
年
で
Ｏ
Ｍ
Ｆ
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
い
る
松
本
市

高
宮
東
の
Ｃ
Ｄ
シ
ョ
ッ
プ

・
ラ
イ
オ
ン
堂
は
、
急
き

ょ
追
悼
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
た
。
Ｓ
Ｋ
Ｆ
時
代
か

ら
、
公
式
公
演
会
場
で
Ｃ

Ｄ
販
売
を
担
っ
て
き
た
な

じ
み
の
店
。
内
藤
謙
店
長

（

）
は
「
音
楽
祭
が
あ

る
こ
と
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
に

対
す
る
市
民
の
意
識
は
格

段
に
高
い
と
感
じ
る
。
礎

を
築
い
た
小
澤
さ
ん
の
訃

報
は
本
当
に
残
念
」
と
話

し
た
。

同
店
に
は
午
前
か
ら
、

小
澤
さ
ん
や
サ
イ
ト
ウ
・

キ
ネ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
Ｃ
Ｄ
を
買
い
求
め
る

人
々
が
来
店
。
Ｃ
Ｄ
を
複

数
購
入
し
た
村
田
和
夫
さ

ん
（
�
）、
智
富
美
さ
ん

（
�
）
夫
妻
�
同
市
寿
�

は
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
身
近

に
な
り
、
音
楽
祭
に
も
足

を
運
ん
だ
。
小
澤
さ
ん
を

し
の
び
な
が
ら
演
奏
を
聴

き
た
い
」
と
家
路
に
就
い

た
。松

本
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
よ
っ
て
平
成
�

（
２
０
１
１
）
年
に
建
立

さ
れ
、
小
澤
さ
ん
が
「
楽

き
ご
う

都
」
の
文
字
を
揮
毫
し
た

松
本
駅
お
城
口
の
時
計
塔

で
は
、
揮
毫
を
眺
め
た
り

写
真
に
撮
っ
た
り
す
る
人

の
姿
が
見
ら
れ
た
。
松
本

市
蟻
ケ
崎
の
会
社
員
・
増

田
高
也
さ
ん（
�
）は
「
松

本
を
本
拠
地
に
選
ん
で
も

ら
っ
た
感
謝
と
敬
意
を
込

め
て
」
時
計
塔
を
撮
影
。

「
こ
の
土
地
に
素
晴
ら
し

い
遺
産
を
残
し
て
も
ら
っ

た
」
と
空
を
仰
い
だ
。

時
計
塔
前
を
通
っ
た
市

内
の
伊
藤
優
也
さ
ん

（
�
）
は
鎌
田
小
学
校
の

児
童
だ
っ
た
十
数
年
前
、

小
澤
さ
ん
の
指
揮
で
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
を
演
奏
し
た
と
い
う
。

「
も
の
す
ご
く
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん

だ
と
今
あ
ら
た
め
て
感
じ

て
い
る
。
同
じ
思
い
の
若

者
が
、
松
本
に
は
大
勢
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
と

し
の
ん
で
い
た
。

さ
ら
ば
マ
エ
ス
ト
ロ

記
者
人
生
は
小
澤
征
爾
さ
ん
と
と

も
に
始
ま
っ
た
。
小
澤
さ
ん
が
総
監

督
を
務
め
る
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
松
本
（
Ｓ
Ｋ
Ｆ
、

現
Ｏ
Ｍ
Ｆ
）
を
入
社
の
年
か
ら
取
材

し
、
毎
年
夏
の
全
期
間
を

音
楽
祭
に
費
や
し
た
。

数
あ
る
中
で
も
思
い
出

深
い
の
は
平
成
�
年
、
食

道
が
ん
か
ら
の
復
帰
会
見
。「
夢
み
た

い
。
今
日
か
ら
第
２
の
人
生
が
始
ま

る
」と
涙
を
浮
か
べ
、
公
の
前
で
７

カ
月
ぶ
り
に
タ
ク
ト
を
取
っ
た
。
あ

の
日
の
ほ
と
ば
し
る
よ
う
な
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
を
今
も
忘
れ
な
い
。
幾

た
び
体
を
壊
し
て
も
不
死
鳥
の
ご
と

く
舞
台
へ
と
駆
り
立
て
た
も
の
は
、

並
々
な
ら
ぬ
音
楽
へ
の
情
熱
だ
っ
た
。

「
お
ら
ほ
の
音
楽
祭
」
と
し
て
松

本
に
定
着
し
た
夏
の
祭
典
は
、
総
監

督
が
年
々
神
格
化
さ
れ
る
中
で
あ
る

種
の
権
威
的
な
側
面
を
帯
び
、
近
年

は
距
離
を
感
じ
る
と
話
す

市
民
も
い
る
。
し
か
し
そ

れ
は
小
澤
さ
ん
の
本
意
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
「
松
本

の
人
に
は
自
分
た
ち
の
音
楽
祭
だ
と

思
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
気
持
ち
は
ず

っ
と
変
わ
ら
な
い
」
。
翌
�
年
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
そ
う
語
っ
て
く
れ
た

無
邪
気
な
瞳
、
し
ぐ
さ
、
表
情
が
懐

か
し
く
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
（
有
）

(第３種郵便物認可)

音
楽
の
宝
物
残
し
て
く
れ
た

小澤征爾さん死去

悲しみと感謝街に広がる
急きょ設置された小澤征爾さんの追悼ＣＤコーナー
（ライオン堂）

小
澤
さ
ん
の
揮
毫
で

「
楽
都
」の
字
が
彫
ら

れ
る
松
本
駅
前
の
時

計
塔
に
は
何
人
も
の

市
民
が
足
を
止
め
て

い
た

工
夫
凝
ら
し
て
文
化
祭

松
本

む
つ
み
高
校
き
ょ
う
ま
で

つややかな歌声を響かせるメンバーたち

ライブなどでにぎわった信濃むつみ高校の文化祭
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